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速分布 ｜シリンダ内に吸入され， ｜ 



















（ロ） その ECH プラズマを
標的として中性粒子入射加
熱（NBI）及びイオンサイ
クロトロン共鳴加熱（ICH)
を加えて各々 1900万度級
のプラスマを生成した。
付 プラスマ閉じ込めの優秀さを示すーっの指標
であるベータ値（/j＝プラズ7圧力／磁気圧力）の
値が，平均で2%，プラスマ中心で3.8%という
ヘリカル系として最高の値を達成した。付 将来
の燃料補給に役立つベレット入射実験も日本で最
初に開発された。
これらの成果はし、ずれも，ヘリカル系閉じ込め
方式としては世界的にも初めての実験であり，将
来の定常核融合炉としてのへリオトロン磁場の有
効性を示唆するものであり，近年のヘリカノレ系閉
へリオトロン核融合研究センター
じ込め方式の再評価の根拠になったものである。
現在， ;fミ凶オークリッジ国立研究所においては
へリオトロンE装置を参考にしてほぼ同規模の
ATF装置が建設中て‘あり ，1987年春には実験が
開始される予定である。核融合のU米協力事業の
一環としてすすめられているオークリッジ国立研
究所との共同研究が，今後ますます活発になるも
のとJVH4iされる。なお国際協力の面では，さらに
西トイ ツ，スペインなどの EC諸国等との協力も
杭極的に進めている。
へリオトロンE装置
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